
巨
大
津
波
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
で
未
曾
有
の
大
災
害
を
引
き

起
こ
し
た
2
0
0
4
年
12
月
26
日
の
ス

マ
ト
ラ
沖
地
震
の
3
ヶ
月
後
、2
0
0
5

年
3
月
28
日
に
そ
の
や
や
南
で
ス
マ
ト

ラ
島
沖
地
震（
M=

8
・
5
）が
発
生
し
、

震
源
断
層
の
上
に
あ
た
る
ニ
ア
ス
島
を

中
心
に
、
地
震
動
や
地
盤
の
液
状
化
に

起
因
す
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た

（
１
）

。

現
地
州
政
府
か
ら
の
技
術
的
支
援
要

請
を
受
け
た
土
木
学
会
は
、2
0
0
5

年
4
月
に
支
援
チ
ー
ム
を
被
災
地
に

派
遣
し
、
応
急
復
旧
・
復
興
に
関
し
て

の
支
援
・
提
言
活
動
を
行
っ
た
（
２
）
。
し
か

し
、
復
興
の
た
め
に
は
被
災
地
域
の
地

盤
条
件
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
盤
デ
ー
タ
な
ど
は

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
土
木
学
会
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
工
学

会
の
協
力
の
も
と
、2
0
0
6
年
1
月

に
復
興
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。
支

援
チ
ー
ム
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
試
験
機
を
寄
贈
し
、
簡
易
な

地
盤
調
査
法
を
現
地
技
術
者
に
指
導

す
る
と
と
も
に
、
結
果
に
基
づ
く
液
状

化
判
定
法
や
調
査
の
復
興
計
画
へ
の
反

映
方
法
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た

（
３
）

。

さ
ら
に
、
北
ス
マ
ト
ラ
州
、
西
ス
マ
ト

ラ
州
政
府
か
ら
、ス
マ
ト
ラ
島
で
も
今

後
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
震
に

備
え
る
た
め
に
は
、
地
盤
デ
ー
タ
の
蓄

積
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
、
簡
易

な
地
盤
調
査
技
術
の
導
入
の
支
援
要

請
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
土
木

学
会
と
国
境
な
き
技
師
団

（
４
）

は
、2
0
0

7
年
2
月
に
地
震
災
害
復
興
や
地
震

防
災
の
た
め
、ニ
ア
ス
島
で
の
地
盤
調

査
技
術
の
定
着
と
、ス
マ
ト
ラ
島
で
の

地
盤
調
査
技
術
の
普
及
を
目
的
と
し

て
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
各
地
で
地

盤
調
査
機
器
を
寄
贈
す
る
と
と
も
に
、

地
盤
調
査
法
を
現
地
技
術
者
に
指
導

し
、
ま
た
、
調
査
結
果
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
（
５
）
。
な
お
、ニ
ア
ス

県
知
事
か
ら
は
、
土
木
学
会
に
お
礼
の

手
紙
が
届
い
て
い
る
（
６
）
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
現
地
に
根
付
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
継
続
的
な
支
援
と
現
地

技
術
者
の
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
国
境
な
き
技
師
団
は
、
土
木
学

会
の
協
力
の
も
と
、2
0
0
8
年
1
月

22
日
か
ら
29
日
の
間
、
支
援
チ
ー
ム
を

北
ス
マ
ト
ラ
州
ニ
ア
ス
島
お
よ
び
メ
ダ

ン
、
西
ス
マ
ト
ラ
州
パ
ダ
ン
に
派
遣
し

た
。ニ
ア
ス
島
で
は
、
今
回
初
め
て
南
ニ

ア
ス
県
で
地
盤
調
査
技
術
の
指
導
を

実
施
し
た
。
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インドネシア・ニアス島復興支援チーム
（国境なき技師団・土木学会）

―インドネシアでの地震災害からの復興と地震防災のための
地盤調査技術の普及と活用支援活動―

2004年スマトラ島沖地震以降、度重なる大きな地震で、多くの被害が発
生しているインドネシアに対し、継続的に復興支援活動を行っている。地
盤調査の重要性とその手法を現地の行政機関や技術者に浸透させるた
め、簡易な手法として、スウェーデン式サウンディング試験を実地指導
し、結果の復興や防災への活用方法を指導している。ここでは、2008年
1月に実施した活動を報告する。

正会員　飛島建設（株）技術研究所　三輪　滋
活
動
の
背
景
と
目
的
お
よ
び

活
動
の
概
要

事故・災害

図1 地震の破壊領域と今回の活動地域

表1 派遣チームの構成

三輪　滋 飛島建設（株）技術研究所　所長

アイダン・オメル 東海大学海洋学部海洋土木工学科　教授

遠藤一郎 大成基礎設計（株）地盤エンジニアリング事業部

清野純史 京都大学大学院工学研究科　准教授　

鈴木智治 飛島建設（株）インドネシア事務所　顧問

濱田政則 （在京支援）早稲田大学理工学術院　教授



（1）
ニ
ア
ス
島
ニ
ア
ス
県

グ
ヌ
ン
シ
ト
リ
で
の
活
動

ニ
ア
ス
県
の
協
力
に
よ
り
、
現
地
技

術
者
を
対
象
と
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式

貫
入
試
験
の
現
地
実
地
指
導
と
講
習

会
を
開
催
し
た
。
前
回
の
講
習
に
引
き

続
き
今
回
の
講
習
で
、
現
地
技
術
者

が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試

験
を
実
施
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

レ
ベ
ル
ま
で
技
術
習
得
で
き
、
計
画
的

な
調
査
実
施
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ

た
。
ま
た
、パ
ル
デ
デ
北
ス
マ
ト
ラ
州
知

事
の
直
接
要
請
で
到
着
前
日
に
発
生

し
た
地
震
の
被
害
調
査
を
行
っ
た
。
地

震
被
害
は
、
建
物
内
の
壁
の
崩
壊
と
そ

の
下
敷
き
に
よ
る
死
傷
で
あ
っ
た
が
、

非
常
に
品
質
の
悪
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

使
用
と
、レ
ン
ガ
を
補
強
な
し
で
高
く

積
み
上
げ
た
こ
と
が
原
因
と
判
断
さ

れ
た
。

（2）
ニ
ア
ス
島
南
ニ
ア
ス
県

テ
ル
ク
ダ
ラ
ム
市
で
の
活
動

南
ニ
ア
ス
県
で
の
地
盤
調
査
技
術
普

及
活
動
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
が
、

県
の
協
力
を
得
て
、同
様
の
現
地
実
地

指
導
と
講
習
会
を
開
催
し
た
。
地
盤

調
査
実
習
は
、復
興
事
業
と
し
て
建
設

さ
れ
て
い
る
学
校
敷
地
で
実
施
し
た
。

建
設
地
点
は
、河
川
の
後
背
湿
地
と
考

え
ら
れ
る
非
常
に
軟
弱
な
地
盤
で
あ

り
、
十
分
に
地
盤
調
査
が
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ま
た
、
現
地
技
術
者
に
対
し
て

講
習
会
を
行
い
、
適
用
法
な
ど
で
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
実
技
指
導

や
講
習
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
現
地
技

術
者
に
よ
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

（3）
ニ
ア
ス
島
で
の
復
興
の
進
捗

2
0
0
5
年
4
月
に
被
災
調
査
と
復

興
へ
の
提
言
を
行
っ
た
が
、道
路
の
拡
幅

や
舗
装
の
整
備
、橋
梁
の
復
旧
計
画
の

着
手
、耐
震
設
計
が
な
さ
れ
た
建
築
物

の
建
築
な
ど
で
、そ
の
い
く
つ
か
が
実
現

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（4）
メ
ダ
ン
、パ
ダ
ン
で
の

活
動

メ
ダ
ン
で
は
州
道
路
橋
梁

局
で
講
習
会
を
開
催
し
た
。

ま
た
ダ
ル
マ
ア
グ
ン
大
学（
メ
ダ

ン
）、国
立
ア
ン
ダ
ラ
ス
大
学
お

よ
び
国
立
パ
ダ
ン
大
学（
パ
ダ

ン
）で
講
演
会
や
個
別
技
術

で
の
研
究
者
と
の
協
議
を
行

い
、
今
後
の
活
動
に
向
け
た

協
力
関
係
の
構
築
を
行
っ
た
。

地
震
直
後
の
復
興
へ
の
技

術
的
な
提
言
は
実
現
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
一
方
で
、ま
だ
反
映
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
多
い
。
調
査
技
術
の
定
着
や
利

用
の
拡
大
、提
言
の
実
現
の
た
め
に
、さ

ら
に
継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

謝
辞：

本
活
動
は
、（
社
）
国
際
建
設
技

術
協
会
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し

た
。
ま
た
、
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
数
多
く
の
機
関
の
方
々
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。
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写真1 南ニアス県での地盤調査指導

写真2 道路の拡幅としっかりした舗装で復旧した道路

写真3 ひざを突き合わせての講習

活
動
内
容
と
成
果


